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―次世代医療を拓くスタートアップの推進と全国ネットワークの構築 ―

アジアへ繋がる医療系スタートアップエコシステムQUICK

九州大学 生命科学革新実現化拠点

九州大学病院 ARO次世代医療センター

戸高浩司 （拠点統括・センター長）

国立大学病院臨床研究推進会議第14回総会シンポジウム 1/19/26

QUICK (Quantum University Innovation Cycle from Kyushu)



QUICKの全体像
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良質シーズの発掘

2013年に設⽴（17⼤学でスタート）

-WAT-NeWの⽬的-
• シーズ開発とTRについての情報共有
• 開発戦略についての協議
• 開発推進に向けた⼤学間連携

⾚⽂字は2024〜2025年の期間新たに参画した⼤学

• 拠点内およびWAT-NeW各⼤学での公募説明会、個別相
談会、セミナー等の開催

• 参画⼤学のURAを訪問し、有望シーズの紹介
• 研究者をPMが積極的に訪問

新規有望シーズの発掘

九⼤独⾃のネットワークを通じた発掘

WAT-NeW(West Academia translational Network) PARKS

• 18⼤学が参加
• スタートアップ創出に資する技術シーズの
発掘から、起業家とのマッチングによる創
業までをシームレスに⽀援

医療技術共創グ
ラント事業

• 20社以上の製薬・医療
機器メーカー、VCが
参加

• 400以上のシーズ紹介

2025年現在29⼤学
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武田薬品工業

A社

B社
C社 D社

E社

GAP⽀援：+経験あるPMのハンズオン

インキュベーション施設︓
1.九州⼤学病院 R&D 棟
2.福岡市 Fukuoka Growth Next
3.福岡県バイオコミュニティ

PARKS(全分野)

シーズS0 S１ S２

良質な医療系シーズを接続

シーズH(異分野)  シーズA

九州⼤学
イノベーション
チャレンジ
ファンド

以下に対応する医療系に特化した⽀援︓
薬事戦略（TPP、明確な薬事出⼝、least burdensome path）
知財戦略（医療系シーズ事業化に資する強い特許、blackbox化）
事業戦略（STP, GMP/QMS、保険戦略、有利な導出、M&A/IPO）

WAT-NeW

シーズB/F シーズC

橋渡しPMハンズオン+学産PM伴⾛⽀援

製薬会社・医療機器会社
25億円

30億円

60億円

医療技術共創
グラント

1億円
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臨床出⼝からのBackcasting

S0 $0.14M
S1 $0.6M S2 $2M

Seed $2M

preclinical

IIT?

p1, p2a

p1/2a
p2b p3

platform

Series A
$10-40M

Series B
$70-

100M

$100-

MoA・
特許

CMC・
製剤

⾮臨床・
毒性

薬事
臨床

以下を全て実施中

臨床研究中核病院
橋渡し A/B/C/F
橋渡し（異分野）H
橋渡し（医療系SU）S
JST SUエコ共創事業

(PARKS)

臨床研究中核病院橋渡し拠点
シーズA/B/C/F

医療系スタート
アップ
シーズS

学産本部
JST事業
PARKS

橋渡し拠点
（異分野）
シーズH

Five Pillars
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官学共同のCxOプールを活⽤

CxO⼈材構成：
CEO 31%, 事業部⻑21%, CFO 12%, 
CMO 9%, その他27％

居住地域：
⾸都圏67%, 関⻄圏11%, 九州13%

CxOバンク（九州⼤学＋福岡県商⼯部新事業⽀援課構築）令和5年404⼈登録

シーズS0 S１

B⽒：
・⼤⼿外資系医療機器メーカー
マーケティング、プロダクトマネジャー

・海外勤務経験5年以上。
・国内医療機器SUにて事業開発、

製品開発業務を担当。

経営⼈材の確保

A⽒：
・⼤⼿外資系製薬企業 研究開発チーム

リーダー
・⼤⼿外資バイオ系企業 CRO事業の

マーケティング・セールスマネジャー
・国内⼤⼿化学メーカーにてバイオ関連

新規事業開発

C⽒：
・⼤⼿外資系製薬企業 MR
・⼤⼿外資系コンサル 製薬企業合併／

創薬ポートフォリオ戦略⽴案
・外資系医療系コンサル・CRO

マネジャーとして⽇本含むアジア各国
の臨床試験のマネジメント

CxOバンク ⼈材 例：

S２
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アントレ教育：重層的提供
1. QREC (Robert Huang Entrepreneurship Center 2010年創設)

1) EUのEntreComp（国際⽔準）に整合したカリキュラム
2) 九州⼤学中期計画に位置付けて、継続的運⽤を担保
3) ⾃主活動⽀援(Student Initiative Program)による豊富な実践機会

4. FBCAP
(福岡バイオコミュニティ・
アクセラレーションプログラム)

2. TSMTP
NIH/NCATSのプログラムに
沿って橋渡し・創薬の基礎

FBCAP＜社会実装の教育プログラム＞

ビデオ・オン・デマンドで学ぶ “研究成果の事業化” (1)

プログラムの内容

『FBCAP』 では、福岡県内の社会実装を目指す方や検討中の方に向けて、スタートアップを取り囲む環境やスタートアップの立ち上げ方、
ベンチャーステージでの各種施策等をビデオで解説します。隙間時間を使って是非ご覧ください。

✓ 講義ビデオに加え、社会実装喚起を
目的とした研究者向けセミナーを定
期的に開催

✓ 社会実装プランの実例（資料、プレ
ゼンビデオ）や過去開催分のセミナー
のアーカイブもページ内に掲載

（2023/6/30現在）

＜社会実装プランのレビュー＞

＜社会実装プランの実例紹介＞

3. ⽶国領事館
Georgetown⼤学英語教育専⾨家に
よる「起業家のための英語講座」

FBCAP (福岡バイオコミュニティ・アクセラレーションプログラム)
by Triple Bridge Acceleration Program（“TBAP”）

• 『FBCAP』は、バイオ関連企業・研究機関のコミュニティ形成・発展を⽬指す 『福岡バイオコミュニティ』が
実施するライフサイエンス分野（創薬・医療機器等）に特化したアクセラレーションプログラムです。

本プログラムは、福岡バイオコミュニティ推進会議事務局の㈱久留⽶リサーチ・パークが、TBAPを運営するAIFAMアセットマネジメント株式会社に業務委託しています。
AIFAM社はTBAPのプラットフォームとリソースを活⽤し本プログラムを運営しています。

• 県内において研究成果の事業化を⽬指す研究者の⽅やスタートアップ/ベンチャーの皆さんに、以下のプログラムを提供し、
有望な技術シーズの早期の社会実装を⽀援します。

社会実装に向けた
教育プログラム

研究成果/ビジネスプラン
のレビュー

イノベーションコンテスト
（2⽉開催）

o 研究者やスタートアップ/ベンチャー、更
に社会実装/知財関連部⾨に向けた
講義やセミナーの提供（原則、ビデ
オ・オンデマンド形式）

o ライフサイエンス分野に特化した専⾨
家によるレビューミーティングを実施

o サイエンス/ビジネス両⾯からアドバイス
を提供

o ベンチャーキャピタルをはじめとした投
資家に対する研究成果/ビジネスプラ
ンのプレゼンテーションの場を提供

Ø その他、レビュー後の継続的なサポートやネットワークを活⽤したVCや製薬企業等へのアクセス⽀援を実施

“スタートアップの流れを理解” “ビジネスプランをブラッシュアップ” “投資家に向けビジネスプランをアピール”

https://www.fbv.fukuoka.jp/

STEP 1 STEP 2 STEP 3

随時申込受付
参加費無料

https://fbcap.jp

アントレ教育：重層的提供

WAT-NeW
に開放

Robert T. Huang
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＜連携先が提供する主なサービス＞
①現地情報の提供、スタートアッ
プ相談、マッチング⽀援

②現地セミナーや相談イベントへ
のオンライン参加

③福岡のスタートアップの製品や
サービスの展⽰機会

グローバルスタートアップパートナー

11
拠点 サンフランシスコ

タリン

ヘルシンキ
サンクトペテルブルク

ボルドー
バルセロナ

シンガポール

バンコク

オークランド

台北
福岡イスラエル15

ヵ国・地域

福岡市グローバルスタートアップ 

海外連携拠点 

更新日：R2.㻠.1 

40 
 

プビザ、住居事務所の賃料補助などを外国人起業家に対して行なっている。これ自体は方向性が逆ではあ

るが、本邦から海外展開を図る上で連携上重要となる。 

 

福岡県は内閣府認定第一号である「福岡バイオコミュニティプロジェクト」を進めており、全国で唯一

薬務課が PMDA RS出張相談を年 2 回開催している。またセンター長を含めて本拠点の専門家複数名が薬務

課の開発相談コンシェルジュを務め、本学学産本部に市からの人材出向など密な連携を行っている。 

 インキュベーション施設として久留米リサーチパーク内を中心に福岡バイオインキュベーションセンタ

ー、福岡バイオファクトリー、福岡バイオイノベーションセンターなどを運営・提供している。施設、装

置のみならずそれらを運用する人材を常置して指導する体制を取っている。 

 実績としては、福岡バイオコミュニティ久留米リサーチパークに VLP Therapeutics Japan株式会社が

治験用ワクチン製㐀拠点を整備中である。同社パイプラインはコロナだけでなく、マラリア、デング熱、

がんにおよび、ウイルス様粒子(VLP)や自己増殖型（レプリコン）mRNA ワクチンなどを用いて、感染症領

域の開発をこれまでも NCGM、長崎大学と進めており、本 SU支援拠点と親和性が高い。 

 

企業連携や拠点独自の取り組みである医療技術共創グラント事業（旧：創薬共同研究グラント公募支援

事業）で協力関係にある中小企業基盤整備機構と本事業でも連携する。同機構のスタートアップ挑戦支援

事業でのアドバイザー相談によりアカデミアに不足がちなビジネス面での課題解決を図る 。 

 

 

 
図 13 福岡バイオコミュニティとの連携 
 

福岡市 福岡県

定期的にベンチャーと共にMass Bio等 Boston訪問

⽯
橋
総
⻑

服
部
知
事

ヒ
*
リ
*
知
事

2023年

1階 ライフサイエンスインキュベーション施設

施設イメージ 施設コンセプト

施設機能

創業初期の資金調達機会から

臨床開発までのエコシステムを構築し、

グローバルで戦える創薬プレイヤーの

輩出を目指す施設とします。

コワーキングオフィス・シェアラボが

一体となった九州初の施設

コワーキング席 イベントスペース

シェアオフィス カフェテリア

会議室
シェアラボ
(BSL2/P2)

1F エントランス

イベントスペース

シェアラボ

タッチポイント 打ち合わせブース コワーキング席

提供価値

ビジネスマッチング

実験機器のシェア

資金調達のサポート

エキスパートへの

相談窓口

3

九州⼤学と福岡市のライフサイエンス分野に
係る スタートアップ創出等に関する協定

起業家向け海外研修プログラム

グローバルに活躍するスタートアップを育成し、ユニコーン企業を輩出する取り組
みの⼀環として、起業家や起業家志望者を対象としたシリコンバレーでの海外研
修プログラムを実施しています。

国家戦略特区（福岡
市）で起業家を優遇
・スタートアップビザ
・事務所等の賃料補助
・スタートアップ法⼈減税

CIC Fukuoka内に「グローバルコネクト福岡」開設

アジアで２番⽬のCIC (Cambridge Innov. Ctr)
シーズS採択者優先⼊居

福岡から国際展開

九
州
⼤
学
病
院
に
直
結

2〜3階に九州⼤学病
院AROと橋渡し拠点

4〜6階にライフサ
イエンスラボ（BSL-

2まで対応可能）

延床⾯積 8500m2
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九⼤から国際展開

九⼤発スタート
アップ
メイン

病理診断をサポー
トするAI
ウドシステム
九⼤（
の⽀援事業＋福
岡市が実施する

グローバル起業家
育成プログラム
ピッチ成功

福岡市は⼤学・⾼
専等の学⽣が多く、
起業が盛ん。
呼応して⾃治体が
環境を整備し、鶏
と卵の関係。
アジアとの結びつ
きが元々強い。

満たされ
ない医療
ニーズモ
ジュール

１７か国との臨床研究ネットワーク

Clinical Research MalaysiaとMoU

Kyudai Now マレーシア・クアラルンプール（2024年）

Kyushu University Alumni in Jakarta 
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アジアから国際展開、感染症の強み

組織間連携イメージ

Links

• 熱帯医学研究所
• 高度感染症研究センター
• 医歯薬学総合研究科

• 長崎大学病院
• 熱帯医学・グローバルヘルス研究科

• 情報データ科学部
• 経済学研究科
• 多文化社会学研究科

©2022 DEJIMA Infectious Disease Research Alliance Nagasaki University
PAGE TOP

組織 ‒ 長崎大学感染症研究出島特区 https://dida.nagasaki-u.ac.jp/organization/

4 / 4 2024/04/12, 11:04

⻑崎⼤学 感染症研究出島特区

BSL-4 Report 2021.4.
Vol.4

工事の様子

※7月末引き渡しまで、さまざまな検査が行われています。

お問合せ先 ご意見・お問い合わせはこちらまでお気軽にご連絡ください。

長崎大学感染症共同研究拠点 〒852-8521 長崎市文教町1-14

フリーダイヤル より詳しくお知りになりたい場合は、長崎大学感染症共同研究拠点ホームページをご覧ください。0120-095-819
ホームページアドレス https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jpファックス 095-819-2960

長崎大学の感染症研究施設の今をお伝えする

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年以降

設　　計
工　　事

完成
検査 ウイルスを使用

しない試験運転

弱毒ウイルスを使用
した試験稼働

所持に向けた
手続

本格稼働

着

工
完
成
／
引
渡
し

厚
生
労
働
大
臣
指
定

特
定
一
種
病
原
体
等
搬
入

令和3年7月に長崎大学坂本キャンパスに建設中のBSL-4施設が竣工します。最高レベルの安全性を備え
た、アカデミアの研究者が利用できる日本初の感染症研究施設（BSL-4実験施設）です。この施設の完成によ
り、わが国はあらゆる病原体に対して、診断、予防、治療の研究を実施することが可能になります。本学はもと
より、他の研究機関の優れた研究者達が本施設を活用して安全で効果的な治療薬やワクチン、迅速診断法等
の研究を実施し、その成果はこの坂本の地から、世界に向けて発信されることでしょう。
さて、新型コロナウイルス感染症のパンデミック宣言から、早くも1年が経過しました。すでに世界で感染者数
は1億4000万人を超え、死者数は300万人を超えました。この事態を悪化させないために、我々には日常生活
での行動変容が求められていますが、人々が元の生活に戻るためには治療薬とワクチン、より迅速な診断法の
開発が不可欠です。幸い、今回初めて実用化されたmRNAワクチン（メッセンジャーRNAワクチン）という新規
ワクチンやレムデシビルなどの抗ウイルス新薬、診断薬が次々に利用可能となり、少し先が見えてきました。科
学技術を利用してパンデミックを一日も早く収束させることが望まれます。
実は今回、新型コロナウイルス対策に使われたレムデシビル、mRNAワクチンなどの
新規ワクチン技術は、外国でエボラウイルス感染症などに対抗するために開発が進め
られてきた最先端研究の成果を転用したものです。今回竣工するBSL-4施設により、
これまで日本では実施できなかったレベルの研究が可能になれば、次の新しい感染
症に対してもより早く対応できるようになることが期待されます。
日頃より長崎大学の活動にご支援、ご意見を頂いております地域住民の皆様に深
く感謝申し上げるとともに、今後も引き続き、率直なお声をお聞かせ願えればと思い
ます。

BSLとは、バイオセーフティーレベル(Biosafety Level)の略で、ウイルスや細菌などの病原体を生物学的な危険度で分類した指標であり、
同時にそれらを取り扱う実験施設の分類です。病原体の分類は、その病原性（病気の重篤度、感染性等）、ワクチンや治療法の有無、公衆衛
生上の重要性を考慮して、危険度の高い方からBSL-4~BSL-1に分類されています。それに合わせて、実験施設も、病原体封じ込めレベルや
管理レベルの高い方からBSL-4~BSL-1に分類されています。感染すると、有効な治療法がなく、また予防法もない病原体（エボラウイルスや
マールブルグウイルス等）にも対応できる、安全性を十分に備えた施設がBSL-4施設です。

ポストコロナを睨んで

足場解体 クレーン解体 外構工事

外構工事

本尾町方面から見たBSL-4施設 稲佐山からの風景（中心にＢＳＬ－４施設）

内装工事

2021年4月
長崎大学熱帯医学研究所　所長
世界保健機関（WHO）研究協力センター長

森田公一

2021年1月

2月

3月

基本情報

分野 基⾦,感染症

開発フェーズ 応⽤,⾮臨床研究・前臨床研究,臨床試験,治験

お問い合わせ先 国⽴研究開発法⼈⽇本医療研究開発機構 先進的研究開発戦略センター
先進的研究開発事業部 戦略推進課
ワクチン・新規モダリティ研究開発事業 担当

E-mail: scarda-vf_office"AT"amed.go.jp

備考:

※E-mailは上記アドレス“AT”の部分を@に変えてください。

※お問い合わせは必ずE-mailでお願いいたします。

概要

先進的研究開発戦略センター（SCARDA）の最新情報はこちらから

今回のパンデミックを契機に、今後脅威となりうる感染症に対応できるよう、ワクチン開発を先導する仕組みとして先進的研究開

発戦略センター（SCARDA）を新設することとされ、同センターにおいて、ワクチン開発に有効と考えられる新規モダリティ（創

薬⼿法）の育成や感染症ワクチンへの応⽤等の研究開発について、基礎研究から実⽤化まで産学官が連携して実施することとして

います。

本事業では、今後のパンデミックに備える観点から、国が定める重点感染症に対して、感染症有事にいち早く、安全で有効な、国

際的に貢献できるワクチンを国内外に届けることを⽬標としており、（1）感染症ワクチンの開発、（2）ワクチン開発に資する新

規モダリティの研究開発を実施します。また、感染症有事には、発⽣前のファンディングを通じて得られた最新の知⾒・技術や、

エビデンスを集積し、迅速・機動的に早期実⽤化を⽬指すこととしています。

事業紹介

トップ > 事業紹介 > 先進的研究開発戦略センター（SCARDA） > ワクチン・新規モダリティ研究開発事業

先進的研究開発戦略センター（SCARDA） ワクチン・新規モダリティ研究開発事業

English Site

採⽤情報 アクセス お問い合わせ メルマガ

In English

進⾏中事業⼀覧

分野別紹介

創薬事業部

医療機器・ヘルスケ
ア事業部

再⽣・細胞医療・遺
伝⼦治療事業部

ゲノム・データ基盤
事業部

疾患基礎研究事業部

シーズ開発・研究基
盤事業部

⾰新基盤創成事業部

研究開発統括推進室

実⽤化推進部

国際戦略推進部

先進的研究開発戦略セ
ンター（SCARDA）

AMEDについて 事業紹介 公募情報 事業の成果 ニュース イベント 事務⼿続き
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3.1.3. バイオセキュリティ計画

１) バイオセキュリティの基本的な考え方

施設の管理、運用を基に、エリア区分を決定し、建物外部から建物内重要諸室へ

の動線計画に合わせて、セキュリティレベルを設定する。基本的なセキュリティレ

ベルの設定の考え方としては、敷地エリアを最低レベル（Level-0）、BSL-4 実験室

エリアを最高レベル（Level-5）と設定して、施設内のエリアに応じて合計６段階

のセキュリティレベルを設定する。

 異なるセキュリティレベルが設定された区画への移動の際には、必ずセキュリテ

ィ認証（当該エリアに立ち入ることが許された者であるかの確認）を行うこととし、

認証者にのみ解錠が可能なシステムを導入する。また、同じレベルのエリア内でも

適宜立ち入りに際して、必要なセキュリティ認証を行うこととする。

図 9 異なるセキュリティレベルが設定された区画への移動のイメージ図 

施設利用者分類の考え方としては、研究者・職員等（既認証者）、来訪者、物品搬出入

業者等、施設に出入りする利用者を分類し、利用者ごとにエリアへの入室管理区分、入

室管理方法を設定する。詳細は、今後決定する。

BSL-4、熱帯医学研究所
を含む感染症開発体制

アジア諸国の開発
ネットワーク

フィリピン・サンラザロ病院とMoU

4　　NCGM and ARISE

ARISEとは

ARISE：パンデミックへの備えと感染症のための
国際臨床試験ネットワーク

令和 2 年度（2020 年度）から日本医療研究開発機構（AMED）のアジア地域に
おける臨床研究・治験ネットワークの構築事業の補助を受け、主に東南アジア
の複数国における拠点や連携となる施設の選定、現地協力オフィス設置、各国の
ARO（Academic Research Organization）に対する基盤整備支援を実施しています。

令和 3 年（2021 年）12 月には国内外の主要協力施設と共に臨床試験推進
アライアンスである ARISE（ARO alliance for Southeast and East Asia）を
設立しました。現在、国内外 14 施設が参加しています。

■ ARISE ネットワーク

 日本

① 国立国際医療研究センター
② 長崎大学
③ 九州大学
④ 国際医療福祉大学
⑤ 大阪大学

 タイ ⑥ マヒドン大学シリラート病院
★ NCGM 連携オフィス設置

 フィリピン

⑦ フィリピン大学マニラ校
（フィリピン NIH、フィリピン総合病院含む）
★ NCGM 連携オフィス設置

⑧ コラソン・ロクシン・モンテリバノ・
メモリアル・リージョナル病院

⑨ ウェストビサヤ州立大学

 マレーシア
⑩  クリニカル・リサーチ・マレーシア
⑪ マラヤ大学医療センター

 インドネシア

⑫ インドネシア大学
★ NCGM 連携オフィス設置

⑬ シロアムホスピタルグループ
モフタルリアディインスティテュート・
フォー・ナノテクノロジー

 ベトナム ⑭ 国立バクマイ病院

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター
臨床研究センター インターナショナルトライアル部
〒 162-8655 東京都新宿区戸山 1-21-1
TEL：03-6228-0445（直通）
e-mail： dit-info@hosp.ncgm.go.jp

お問い合わせ
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グローバルサウス

政策特集グローバルサウスとの新結合 vol.1 METI journal 2025/01/08

Neglected Tropical Diseases
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感染症関連 国際連携のケース

Stanford, SPARKとの接続

Five Pillars



13

⼤学発医療系スタートアップ⽀援プログラム

拠点内外の専⾨家による審査
l ⾼度な⽬利き⼈材（拠点内医師、製薬・医療機器メーカー、連携VC、弁理⼠名）
により、書⾯審査・ヒアリング審査を実施

l 半数以上を外部有識者で構成

①拠点PMによる⼀次スクリーニング
公募要件該当性、提出書類の不備等の確認

②書⾯審査
評価委員による書⾯審査（10点満点）

③ヒアリング審査
評価委員によるヒアリング審査（発表7分+質疑10分、10点満点）

④シーズ選定評価会議
ヒアリング審査の点数を元に協議し、採択課題を選定

l 不採択となった課題には、評価委員からのコメントをフイードバック
l 希望に応じてフォローアップ⾯談にて次回あるいは他の公募に向けたア
ドバイスを実施

選定プロセス

次回シーズＳ公募は26年3⽉予定

シーズS
2025年度
公募

提案書受付期間 3/5(⽉)〜4/30(⽔)
書⾯審査 5/19(⽉)〜6/9(⽉)
ヒアリング審査 6/16(⽉)〜6/27(⾦)
評価会議 7/7(⽉)〜7/11(⾦)予定
⽀援開始 10/1(⽔)

preF/F/B/C

提案書受付期間 8/1(⾦)〜9/30(⽕)
書⾯審査 10/1(⽔)〜10/20(⽉)
照会対応 10/23(⽊)〜10/30(⽊)
⾯談 10/31(⾦)〜11/7(⾦)
再評価 10/31(⾦)〜11/7(⾦)
AMED公募 2025年12⽉下旬開始︖

シーズH
2026年度
公募

提案書受付期間 11/4(⽉)〜12/8(⽉)
⼀次審査 12/11(⽊)〜12/26(⾦)
⼆次審査

シーズA

提案書受付期間 8/1(⾦)〜9/30(⽕)
⼀次審査 9/24(⽔)〜10/7(⽕)
⼆次審査 10/9(⽊)〜11/25(⽕)
三次審査 12/4(⽊)〜1/9(⾦)
⽀援開始 2026/4/1〜

1/13(⽕)〜1/26(⽉)
三次審査 2/2(⽉)〜2/13(⾦)
⽀援開始

⼆次審査 7/15(⽕)〜7/29(⽕)
三次審査 8/4(⽉)〜8/20(⽔)
⽀援開始 10/1(⽔)〜

2026/4/1〜

11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

シーズH
2025年度
公募

提案書受付期間 5/19(⽉)〜6/23(⽉)
⼀次審査 6/25(⽔)〜7/9(⽔)

10⽉

2025年度公募スケジュール

期間 2025 2026
1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

AMED提案書 AMEDヒアリング

!"#$% !!#!"&&' ()*+ ,' 値.㍋〲&1卡伒4!"#$% !!#!"&&' ()*+ ,' 値.㍋〲&1卡伒4

5伒6 7 8 9 : ;

2公募スケジュール

公募終了

公募終了

シーズS
2025年度
公募

提案書受付期間 3/5(⽉)〜4/30(⽔)
書⾯審査 5/19(⽉)〜6/9(⽉)
ヒアリング審査 6/16(⽉)〜6/27(⾦)
評価会議 7/7(⽉)〜7/11(⾦)予定
⽀援開始 10/1(⽔)

preF/F/B/C

提案書受付期間 8/1(⾦)〜9/30(⽕)
書⾯審査 10/1(⽔)〜10/20(⽉)
照会対応 10/23(⽊)〜10/30(⽊)
⾯談 10/31(⾦)〜11/7(⾦)
再評価 10/31(⾦)〜11/7(⾦)
AMED公募 2025年12⽉下旬開始︖

シーズH
2026年度
公募

提案書受付期間 11/4(⽉)〜12/8(⽉)
⼀次審査 12/11(⽊)〜12/26(⾦)
⼆次審査

シーズA

提案書受付期間 8/1(⾦)〜9/30(⽕)
⼀次審査 9/24(⽔)〜10/7(⽕)
⼆次審査 10/9(⽊)〜11/25(⽕)
三次審査 12/4(⽊)〜1/9(⾦)
⽀援開始 2026/4/1〜

1/13(⽕)〜1/26(⽉)
三次審査 2/2(⽉)〜2/13(⾦)
⽀援開始

⼆次審査 7/15(⽕)〜7/29(⽕)
三次審査 8/4(⽉)〜8/20(⽔)
⽀援開始 10/1(⽔)〜

2026/4/1〜

11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

シーズH
2025年度
公募

提案書受付期間 5/19(⽉)〜6/23(⽉)
⼀次審査 6/25(⽔)〜7/9(⽔)

10⽉

2025年度公募スケジュール

期間 2025 2026
1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

AMED提案書 AMEDヒアリング

!"#$% !!#!"&&' ()*+ ,' 値.㍋〲&1卡伒4!"#$% !!#!"&&' ()*+ ,' 値.㍋〲&1卡伒4

5伒6 7 8 9 : ;

2公募スケジュール

公募終了

公募終了

次回
26年
3⽉

2025 2026
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採択課題（2024年度）

S0︓3課題

⼤学発医療系スタートアップ⽀援プログラム

S0︓3課題
採択課題（2025年度）

次回シーズＳ公募は26年3⽉予定
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S1︓4課題

採択課題（2025年度）

⼤学発医療系スタートアップ⽀援プログラム

S2︓1課題

次回シーズＳ公募は26年3⽉予定
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研究全般のご相談は九⼤AROへお気軽に

まずは研究全般のご相談からお気軽に

ARO HP

次回シーズＳ公募は26年3⽉予定




